
市
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政
に
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て
新
た
な
負
担
が

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
試

算
で
は
、　

年
度
の
決
算
で
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１７

２０

億
円
の
累
積
赤
字
に
な
る
と
予
想

し
て
い
ま
す
。

 
試
算
が
示
す
異
常
事
態

　

こ
の
約　

億
円
の
累
積
赤
字
を

２０

引
き
継
ぐ　

年
度
予
算
は
、
予
算

１８

規
模
の
大
幅
な
縮
小
や
市
債
の
借

り
換
え
な
ど
の
財
源
対
策
に
よ
り
、

収
支
均
衡
を
保
つ
形
で
編
成
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
も
し
今
後
改
善
の
た

め
の
対
策
を
何
も
し
な
け
れ
ば
、

　

年
度
以
降
の
累
積
赤
字
額
は
、

１９右
下
の
グ
ラ
フ
の
急
な
角
度
で
落

ち
込
む
折
れ
線
が
示
す
と
お
り
、

　

年
度
に
は
財
政
再
建
団
体
転
落

１９ラ
イ
ン
を
割
り
ま
す
。
そ
し
て
、

 
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
現
在
の 

 
累
積
赤
字

　

「
実
施
計
画
」の
具
体
的
な
内
容

に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
現
在
の
深

刻
な
市
の
財
政
状
況
を
、
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
す
る

と
、
平
成　

年
度
決
算
で　

億
８

１６

１１

０
０
０
万
円
の
赤
字
額
（
収
支
不

足
額
）
を
出
し
た
市
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
策
に
よ
り
赤
字
額
の
圧
縮

に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨

年　

月
の
市
議
会
第
４
回
定
例
会

１２
後
の　

年
度
予
算
で
は
、
累
積
赤

１７

字
額
を
一
時
は　

億
１
０
０
０
万

１２

円
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
試

算
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
冬
の
大
雪
に
よ

る
除
雪
費
の
増
大
な
ど
、
そ
の
後

財
政
再
建 

新
た
な
段
階
に

財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
『
実
施
計
画
』の
概
要

　

年
度
に
は
１
４
２
億
５
０
０
０

２１万
円
と
い
う
膨
大
な
額
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
、
市
の
累

積
赤
字
額
は
急
激
な
勢
い
で
増
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

膨
ら
み
続
け
る
累
積
赤
字
を
短
期

間
に
解
消
す
る
の
は
、
市
民
生
活

に
与
え
る
影
響
な
ど
か
ら
も
、
非

常
に
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
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建
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体
へ
の
転
落
回 

 
避
が
至
上
課
題

　

こ
の
度
、
市
が
具
体
的
な
「
実

施
計
画
」
を
定
め
た
「
財
政
再
建

推
進
プ
ラ
ン
」
は
、　

年
度
か
ら

１７

　

年
度
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と

２１し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
実
施
計
画
は
、
右
の
グ
ラ

フ
が
示
す
と
お
り
、
最
も
厳
し
い

時
期
で
あ
る　
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グラフ～平成２１年度までの収支試算 （単位：億円）

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
小
樽
市
。
シ
リ
ー
ズ　
２４

回
目
の
今
回
は
、
こ
の
危
機
的
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
市
が

２
月
に
発
表
し
た
、「
財
政
再
建
推
進
プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※グラフの数値は１６年度は決算額、１７年度は決算見込額、１８

年度は当初予算編成時の額、１９年度は以降は試算値を使用

年
度
収
支
不
足
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
に
よ
り
、
直
面
す
る
財

政
再
建
団
体
へ
の
転
落
を
回
避
す

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、　

年
度
に
は
単
年
度
収

２１

支
の
黒
字
化
を
図
り
、
以
降
累
積

赤
字
額
の
解
消
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、　

年
度
か
ら
の
３
年
間
に
約

１９

１
０
８
億
円
、　

年
度
の
単
年
度

２１

収
支
で
約　

億
円
の
改
善
を
行
わ

３８

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
１
０
８
億
円
の
内
訳
は
？

　

で
は
、
目
標
に
掲
げ
た
１
０
８

億
円
の
財
政
効
果
を
挙
げ
る
た
め

に
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
今
後
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
最
初
に
、
取
り
組
み
の
ポ

イ
ン
ト
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　

下
の
表
�
は
取
り
組
み
項
目
ご

と
に
試
算
し
た
改
善
目
標
を
示
し

た
も
の
で
す
。
ま
ず
、
目
標
額
１

０
８
億
円
の
う
ち
、
約
６
割
と
最

も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、

職
員
給
与
の
削
減
な
ど
「
人
件
費

の
抑
制
」
で
す
。
次
に
約
３
割
が

「
事
業
の
見
直
し
」、
残
り
を
入
湯

税
課
税
免
除
の
見
直
し
な
ど
の「
歳

入
増
の
取
り
組
み
」と「
財
源
対
策
」

で
占
め
て
い
ま
す
。

累計２１年度２０年度１９年度１８年度対
策
後
収
支

▲１４．３０．１▲７．５▲６．９０．０単年度収支不足額　�＋�

▲３４．３▲３４．３▲３４．４▲２６．９▲２０．０累積収支不足額

累計２１年度２０年度１９年度１８年度

改
善
目
標

１０１．２３２．８３２．３３６．１歳出削減対策　　　�

６９．２２４．６２１．７２２．９１．人件費の抑制

３．９２．００．８１．１�退職者の不補充

４２．３１３．９１４．１１４．３�職員給与の削減

２３．０８．７６．８７．５�その他（退職手当債の導入など）

３２．０８．２１０．６１３．２２．事業の見直し

２．５０．９０．８０．８�管理経費の圧縮

１７．４５．０５．５６．９�特別・企業会計の収支改善

２．１０．７０．７０．７�市債の借り増し

１０．０１．６３．６４．８�その他

３．０１．２０．９０．９歳入増の取り組み　�

１．２０．４０．４０．４１．入湯税課税免除の見直し

０．３０．３２．使用料・手数料の改定

１．５０．５０．５０．５３．その他

４．０４．０財源対策　　　　　�

１０８．２３８．０３３．２３７．００．０小計　　�＋�＋�＝� 

表�～収支試算の内訳 （単位：億円）

累計２１年度２０年度１９年度１８年度
現
行
収
支

▲１２２．５▲３７．９▲４０．７▲４３．９０．０単年度収支不足額　�

▲１４２．５▲１４２．５▲１０４．６▲６３．９▲２０．０累積収支不足額

収支試算の内訳と
取り組みのポイント

人件費の抑制
…目標額全体の約６４％

�職員給与の削減
（１８年度７％、１９年度以降１０％）

�退職者の不補充
…など

　

年
度
の
財
政
効
果
は　

・
５
億
円

１８

２０

事業の見直し
…目標額全体の約３０％

�学校給食調理業務の委託

�公共施設の統廃合（交通記念館・
科学館・博物館の統合）

…など

歳入増の取り組みと財源対策 
…目標額全体の約６％

�入湯税課税免除の見直し

�公的資金の借り換え
…など

財政再建推進プランと
集中改革プラン

　国は、昨年３月策定した「地方公共団体における行政

改革のための新たな指針（新地方行革指針）」の中で地方

自治体に対して、２１年度までの行政改革の具体的な取り

組み「集中改革プラン」を１７年度中に公表することを求め

ています。

　本市では、「財政再建推進プラン実施計画」を「集中改

革プラン」と位置づけ、市民の皆さんに公表しています。
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在
、
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改
善
を
行
わ

３８

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
１
０
８
億
円
の
内
訳
は
？

　

で
は
、
目
標
に
掲
げ
た
１
０
８

億
円
の
財
政
効
果
を
挙
げ
る
た
め

に
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
今
後
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
最
初
に
、
取
り
組
み
の
ポ

イ
ン
ト
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　

下
の
表
�
は
取
り
組
み
項
目
ご

と
に
試
算
し
た
改
善
目
標
を
示
し

た
も
の
で
す
。
ま
ず
、
目
標
額
１

０
８
億
円
の
う
ち
、
約
６
割
と
最

も
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、

職
員
給
与
の
削
減
な
ど
「
人
件
費

の
抑
制
」
で
す
。
次
に
約
３
割
が

「
事
業
の
見
直
し
」、
残
り
を
入
湯

税
課
税
免
除
の
見
直
し
な
ど
の「
歳

入
増
の
取
り
組
み
」と「
財
源
対
策
」

で
占
め
て
い
ま
す
。

累計２１年度２０年度１９年度１８年度対
策
後
収
支

▲１４．３０．１▲７．５▲６．９０．０単年度収支不足額　�＋�

▲３４．３▲３４．３▲３４．４▲２６．９▲２０．０累積収支不足額

累計２１年度２０年度１９年度１８年度

改
善
目
標

１０１．２３２．８３２．３３６．１歳出削減対策　　　�

６９．２２４．６２１．７２２．９１．人件費の抑制

３．９２．００．８１．１�退職者の不補充

４２．３１３．９１４．１１４．３�職員給与の削減

２３．０８．７６．８７．５�その他（退職手当債の導入など）

３２．０８．２１０．６１３．２２．事業の見直し

２．５０．９０．８０．８�管理経費の圧縮

１７．４５．０５．５６．９�特別・企業会計の収支改善

２．１０．７０．７０．７�市債の借り増し

１０．０１．６３．６４．８�その他

３．０１．２０．９０．９歳入増の取り組み　�

１．２０．４０．４０．４１．入湯税課税免除の見直し

０．３０．３２．使用料・手数料の改定

１．５０．５０．５０．５３．その他

４．０４．０財源対策　　　　　�

１０８．２３８．０３３．２３７．００．０小計　　�＋�＋�＝� 

表�～収支試算の内訳 （単位：億円）

累計２１年度２０年度１９年度１８年度
現
行
収
支

▲１２２．５▲３７．９▲４０．７▲４３．９０．０単年度収支不足額　�

▲１４２．５▲１４２．５▲１０４．６▲６３．９▲２０．０累積収支不足額

収支試算の内訳と
取り組みのポイント

人件費の抑制
…目標額全体の約６４％

�職員給与の削減
（１８年度７％、１９年度以降１０％）

�退職者の不補充
…など

　

年
度
の
財
政
効
果
は　

・
５
億
円

１８

２０

事業の見直し
…目標額全体の約３０％

�学校給食調理業務の委託

�公共施設の統廃合（交通記念館・
科学館・博物館の統合）

…など

歳入増の取り組みと財源対策 
…目標額全体の約６％

�入湯税課税免除の見直し

�公的資金の借り換え
…など

財政再建推進プランと
集中改革プラン

　国は、昨年３月策定した「地方公共団体における行政

改革のための新たな指針（新地方行革指針）」の中で地方

自治体に対して、２１年度までの行政改革の具体的な取り

組み「集中改革プラン」を１７年度中に公表することを求め

ています。

　本市では、「財政再建推進プラン実施計画」を「集中改

革プラン」と位置づけ、市民の皆さんに公表しています。

　平成１８（２００６）年４月　広報おたる

シリーズ財政再建�



施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
長
、
助
役

な
ど
の
特
別
職
に
つ
い
て
は
、　

１７

年
度　

〜　

％
の
独
自
削
減
を
、

１２

２０

　

年
度
は　

〜　

％
に
引
き
上
げ

１８

１３

２５

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、　

年
度
以
降
に
旅

１９

費
の
日
当
や
特
殊
勤
務
手
当
に
つ

い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
ほ

か
、
今
後
、
退

職
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
一
時

的
な
財
政
負
担

が
生
ず
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
負

担
を
軽
減
す
る

た
め
、　

年
度

１９

以
降
退
職
手
当

債
を
借
り
入
れ

ま
す
。

平成１８（２００６）年４月　広報おたる　

　

こ
の
よ
う
に
、
計
画
内
容
は
市

の
徹
底
し
た
内
部
努
力
に
比
重
を

置
い
た
も
の
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
入
湯
税
課
税
免
除
の
見
直
し

な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、ま
っ

た
く
影
響
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

次
に
、
各
取
り
組
み
の
内
容
を

さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま

す
。

 
人
件
費
の
抑
制

　

改
善
目
標
の
中
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
「
人
件
費
の
抑
制
」
は
、

職
員
数
の
削
減
と
職
員
給
与
の
削

減
に
よ
り
、　

年
度
か
ら　

年
度

１９

２１

の
３
年
間
で　

億
２
０
０
０
万
円

６９

の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

職
員
数
の
削
減
で
は
、
計
画
期

間
中
の
退
職
者
約
２
９
０
人
に
対

し
て
、
新
規
採
用
を
約　

人
に
抑

９０

え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り　

年
５
月

１７

１
日
現
在
２
０
４
３
人
の
職
員
数

を
、　

年
度
末
ま
で
に
約
２
０
０

２１

人
削
減
し
ま
す
。

　

職
員
給
与
の
削
減
で
は
、　

年
１６

度
３
％
、　

年
度
５
％
の
独
自
削

１７

減
を　

年
度
７
％
に
拡
大
し
、　

１８

１９

年
度
以
降
は
地
域
間
格
差
相
当
額

平
均
４
・
８
％（
下
の
※
１
参
照
）

に
５
％
程
度
の
独
自
削
減
を
追
加

し
、
平
均
で
約　

％
の
削
減
を
実

１０

 
事
業
の
見
直
し

　

事
業
の
見
直
し
は
、
こ
れ
ま
で

も
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
の
状
況
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
厳
し
い
基
準
で
見
直
し
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
目
標
の
財
政
効

果
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
今
回
、
事
業
の
見
直
し
と
し

て
は
、
３
年
間
で　

億
円
の
削
減

３２

を
目
指
し
ま
す
。
取
り
組
み
の
項

目
に
つ
い
て
は
右
の
表
�
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 
歳
入
増
の
取
り
組
み

　

３
年
間
で
３
億
円
の
収
入
増
を

目
指
し
て
お
り
、
主
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
入
湯
税
課
税
免
除
の

見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

退退退退退退退退退退退退退退退退退職職職職職職職職職職職職職職職職職者者者者者者者者者者者者者者者者者ははははははははははははははははは不不不不不不不不不不不不不不不不不補補補補補補補補補補補補補補補補補充充充充充充充充充充充充充充充充充
職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員給給給給給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与与与与与１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００％％％％％％％％％％％％％％％％％削削削削削削削削削削削削削削削削削減減減減減減減減減減減減減減減減減へへへへへへへへへへへへへへへへへ

１
０
０
０
円
未
満
の
日
帰
り
入
浴

料
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
入

湯
税
の
課
税
免
除
を
廃
止
し
、
入

浴
し
た
方
１
人
に
つ
き　

円
程
度

５０

の
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

実
施
し
た
場
合
、
年
間
４
０
０
０

万
円
の
収
入
を
見
込
ん
で
お
り
、

実
施
に
向
け
、現
在
事
業
主
の
方
々

と
協
議
中
で
す
。

　

ま
た
、　

年
度
に
全
面
的
な
見

１７

直
し
を
行
っ
た
使
用
料
・
手
数
料

に
つ
い
て
は
、
今
後
見
直
し
の
時

期
を
ル
ー
ル
化（
４
年
に
１
回
）し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
広
告
料
収
入

の
確
保
、
本
庁
舎
以
外
の
一
部
施

設
で
認
め
ら
れ
て
い
る
職
員
駐
車

の
有
料
化
、
遊
休
資
産
の
売
却
、

行
政
財
産
目
的
外
使
用
料
の
改
定

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

表�～事業の見直し項目
�管理経費の圧縮

�清掃業務委託仕様の見直し（清掃の範囲、回数など）

�機械警備業務の見直し（必要性などを検証）

�大口委託業務の見直し（業務の積算の精査など）

�公用車の集中管理による効率的活用、マイクロバスの
　廃止

�特別会計・企業会計の収支改善

�遊休資産の売却
�資本費平準化債の導入
�引き船業務を２隻から１隻体制に

港湾整備
事業会計

�指定管理者制度導入に伴い廃止
駐車場
事業会計

�第二病院給食調理業務委託
�小樽病院電話交換業務委託

病院
事業会計

�浄水場運転管理業務委託化の推進
�小規模浄水場の統廃合
�広告料収入の確保

水道
事業会計

�維持管理経費節減
�公費負担（繰り出しルール）の見直し
�資本費平準化債の導入

下水道
事業会計

�市債の借り増し（市債充当率の引き上げなど）

�その他

�委託業務の推進
（１９年度～家庭ごみ収集業務委託の拡大、２１年度～学
校給食調理業務）
�指定管理者制度の導入
（１９年度～市営住宅・市民会館・市民センター・銭函
パークゴルフ場）
�第３セクターの見直し
（１８年３月、�小樽交通記念館解散）
�補助金の見直し
（人件費補助・大会補助の見直し）
�事業の先送り、または全額市債充当
�事業の休・廃止
（１８年度～外国人向けインフォメーションセンター廃
止、若年者定住促進家賃補助の新規募集休止）
�施設の統廃合
（１８年度～市民部分室廃止、１９年度～小樽交通記念
館・科学館統合、２０年度～消防署所などその他の施設
も検討）

小樽市の職員削減率は全国平均の２倍
　１１～１５年度の５年間で、全国の地方公務員の総数は約

４．６％減っています。この間、小樽市では１１．２％（２５９人）

と全国平均の約２．４倍の職員削減を実施してきました。

　国は「新地方行革指針」の中で地方公共団体に、１７年度

からの今後５年間で、４．６％以上の職員数の純減を求めて

います。小樽市ではこの間、この２．１倍となる９．８％の削

減を実施する予定で、これにより、１１年度からの１１年間で

は約２０％の職員を削減することになります。

【※１】地域間格差相当額 

民間賃金の地域間格差を、地方公務員

の給与に反映させるもの。１７年度人事

院勧告で国が示した。

で
き
な
か
っ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
今
、

小
樽
市
は
か
つ
て
の
赤
池
町
と
同
じ
岐
路
に
立
た

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
、
今
後
も
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
財
政
再
建
は
、
行
政

の
徹
底
し
た
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

行
政
の
み
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
成
し
得

ま
せ
ん
。
今
後
も
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

*

*

*

*

*

*

*

*

*

『
シ
リ
ー
ズ
財
政
再
建
』は
、「
財
政
再
建
推
進
プ
ラ

ン
実
施
計
画
」を
お
知
ら
せ
し
た
今
回
で
終
了
し
ま

す
。
な
お
、
本
市
の
財
政
状
況
や
財
政
再
建
の
取

り
組
み
は
、今
後
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

�
市
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
�
�
４
１
１

１
内
線
２
３
１
〜
２
３
４
へ
ど
う
ぞ
。

　

以
上
が
、
今
回
市
が
策
定
し
た
「
財
政
再
建
推

進
プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
の
概
要
で
す
。

　

先
に
、
今
回
の
計
画
の
�
改
善
目
標
�
を
１
０

８
億
円
と
説
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
も

は
や「
目
標
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
に
説
明
し
た

本
市
の
財
政
状
況
が
示
す
と
お
り
、
計
画
ど
お
り

の
成
果
を
確
実
に
あ
げ
な
け
れ
ば
、「
財
政
再
建
団

体
」
へ
の
転
落
は
、
近
い
将
来
現
実
の
も
の
と
な

り
ま
す
。
市
は
、
今
回
の
実
施
計
画
に
掲
げ
た
取

り
組
み
項
目
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
と
し
、

実
施
計
画
の
進
行
状
況
は
、
財
政
再
建
推
進
本
部

に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
上
の
※
２
参
照
）

に
基
づ
き
、必
要
に
応
じ
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
４
年
か
ら　

年
間
財
政
再
建
団
体
に
転
落

１０

し
た
福
岡
県 
赤  
池  
町 

あ
か 
い
け 
ま
ち（
現 
福  
智  
町 
）は
、
転
落
以
前

ふ
く 

ち 

ま
ち

の
自
主
再
建
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
理
由
の
一

つ
に「
ま
ち
全
体
で
危
機
感
を
共
有
す
る
こ
と
が

 
そ
の
他
の
財
源
対
策

　

本
市
は　

の
特
定
目
的
資
金
基

３０

金
を
設
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
基

金
を
そ
の
設
置
目
的
に
沿
っ
て
有

効
に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、　

年
１８

度
は
、
基
金
の
一
部
を
一
般
会
計

で
借
り
入
れ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
の
借
り
換
え
や
借

り
入
れ
に
つ
い
て
も
、
後
年
度
の

負
担
に
配
慮
し
、
必
要
最
低
限
の

範
囲
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
赤
字

額
を
減
ら
す
た
め
の
抜
本
的
な
解

決
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の

大
き
な
返
済
の
負
担
を
将
来
に
向

け
て
均
一
に
す
る
�
平
準
化
�
を

図
る
こ
と
も
、
現
状
で
は
必
要
な

手
段
の
一
つ
で
す
。

 

１８年 度 予 算 の
続 報 で す

先月号で概要をお知らせした「平成１８年度の

各会計予算案」が、市議会第１回定例会で議

決されました。

５年連続の「緊縮型」予算
　１８年度当初予算の財政規模は総額で１４４６億５００

万円で、１７年度当初予算と比較すると約４３億円

（２．９％）減となり、５年連続して前年度より減と

なる緊縮型の予算となりました。このうち、市の

基本的な会計である一般会計の１８年度予算額は

６１３億３５００万円で、前年度より約２０億円（３．１％）減

となります。

�１８年度の予算規模と１７年度との比較

予算規模は平成３年度と同程度に
　一般会計当初予算額の規模は、下のグラフのと

おりピーク時の１０年度に比べ１３２億４１００万円の減

となり、３年度と同程度となりました。

　しかし、その内訳を見てみると、義務的な経費

（人件費、扶助費、公債費）の割合が、３年度の

４４．１％に対して、１８年度は５４．４％と増えています。

　なお、義務的な経費のうち人件費については、

退職者の不補充や給与の独自削減などにより減っ

ています。

�３年度・１０年度・１８年度の予算規模の比較

※３年度は市長・市議会議員の改選期に当たるため、市議会第２
回定例会（２定）に臨時的な経費などを計上しましたので、比較に
は２定後の予算額を使用しています。

伸び率増 減
１７年 度
当初予算

１８年 度
当初予算

会 計

▲３．１％
▲１９億
６３００万円

６３２億
９８００万円

６１３億
３５００万円

一 般
会 計 

▲１．３％
▲６億
９９００万円

５５５億
９７００万円

５４８億
９８００万円

特 別
会 計

▲５．６％
▲１６億
７４００万円

３００億
４６００万円

２８３億
７２００万円

企 業
会 計

▲２．９％
▲４３億
３６００万円

１４８９億
４１００万円

１４４６億
５００万円

計

シリーズ財政再建�

ＰＤＣＡサイクルとは、計画を実施、検証、見直
しし、その結果を計画に反映させていくプロ
セスのことをいいます 

計　画
（Plan）

実　施
（Do）

見直し
（Action）

検　証
（Check）

【※２】ＰＤＣＡサイクルのイメージ 



施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
長
、
助
役

な
ど
の
特
別
職
に
つ
い
て
は
、　

１７

年
度　

〜　

％
の
独
自
削
減
を
、

１２

２０

　

年
度
は　

〜　

％
に
引
き
上
げ

１８

１３

２５

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、　

年
度
以
降
に
旅

１９

費
の
日
当
や
特
殊
勤
務
手
当
に
つ

い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
ほ

か
、
今
後
、
退

職
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
一
時

的
な
財
政
負
担

が
生
ず
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
負

担
を
軽
減
す
る

た
め
、　

年
度

１９

以
降
退
職
手
当

債
を
借
り
入
れ

ま
す
。

平成１８（２００６）年４月　広報おたる　４

　

こ
の
よ
う
に
、
計
画
内
容
は
市

の
徹
底
し
た
内
部
努
力
に
比
重
を

置
い
た
も
の
と
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
入
湯
税
課
税
免
除
の
見
直
し

な
ど
、市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、ま
っ

た
く
影
響
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

次
に
、
各
取
り
組
み
の
内
容
を

さ
ら
に
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま

す
。

 
人
件
費
の
抑
制

　

改
善
目
標
の
中
で
大
き
な
割
合

を
占
め
る
「
人
件
費
の
抑
制
」
は
、

職
員
数
の
削
減
と
職
員
給
与
の
削

減
に
よ
り
、　

年
度
か
ら　

年
度

１９

２１

の
３
年
間
で　

億
２
０
０
０
万
円

６９

の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

　

職
員
数
の
削
減
で
は
、
計
画
期

間
中
の
退
職
者
約
２
９
０
人
に
対

し
て
、
新
規
採
用
を
約　

人
に
抑

９０

え
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り　

年
５
月

１７

１
日
現
在
２
０
４
３
人
の
職
員
数

を
、　

年
度
末
ま
で
に
約
２
０
０

２１

人
削
減
し
ま
す
。

　

職
員
給
与
の
削
減
で
は
、　

年
１６

度
３
％
、　

年
度
５
％
の
独
自
削

１７

減
を　

年
度
７
％
に
拡
大
し
、　

１８

１９

年
度
以
降
は
地
域
間
格
差
相
当
額

平
均
４
・
８
％（
下
の
※
１
参
照
）

に
５
％
程
度
の
独
自
削
減
を
追
加

し
、
平
均
で
約　

％
の
削
減
を
実

１０

 
事
業
の
見
直
し

　

事
業
の
見
直
し
は
、
こ
れ
ま
で

も
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
現
在
の
状
況
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
厳
し
い
基
準
で
見
直
し
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
目
標
の
財
政
効

果
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
今
回
、
事
業
の
見
直
し
と
し

て
は
、
３
年
間
で　

億
円
の
削
減

３２

を
目
指
し
ま
す
。
取
り
組
み
の
項

目
に
つ
い
て
は
右
の
表
�
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 
歳
入
増
の
取
り
組
み

　

３
年
間
で
３
億
円
の
収
入
増
を

目
指
し
て
お
り
、
主
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
入
湯
税
課
税
免
除
の

見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

退退退退退退退退退退退退退退退退退職職職職職職職職職職職職職職職職職者者者者者者者者者者者者者者者者者ははははははははははははははははは不不不不不不不不不不不不不不不不不補補補補補補補補補補補補補補補補補充充充充充充充充充充充充充充充充充
職職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員員給給給給給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与与与与与１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００％％％％％％％％％％％％％％％％％削削削削削削削削削削削削削削削削削減減減減減減減減減減減減減減減減減へへへへへへへへへへへへへへへへへ

１
０
０
０
円
未
満
の
日
帰
り
入
浴

料
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
入

湯
税
の
課
税
免
除
を
廃
止
し
、
入

浴
し
た
方
１
人
に
つ
き　

円
程
度

５０

の
負
担
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

実
施
し
た
場
合
、
年
間
４
０
０
０

万
円
の
収
入
を
見
込
ん
で
お
り
、

実
施
に
向
け
、現
在
事
業
主
の
方
々

と
協
議
中
で
す
。

　

ま
た
、　

年
度
に
全
面
的
な
見

１７

直
し
を
行
っ
た
使
用
料
・
手
数
料

に
つ
い
て
は
、
今
後
見
直
し
の
時

期
を
ル
ー
ル
化（
４
年
に
１
回
）し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
広
告
料
収
入

の
確
保
、
本
庁
舎
以
外
の
一
部
施

設
で
認
め
ら
れ
て
い
る
職
員
駐
車

の
有
料
化
、
遊
休
資
産
の
売
却
、

行
政
財
産
目
的
外
使
用
料
の
改
定

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

表�～事業の見直し項目
�管理経費の圧縮

�清掃業務委託仕様の見直し（清掃の範囲、回数など）

�機械警備業務の見直し（必要性などを検証）

�大口委託業務の見直し（業務の積算の精査など）

�公用車の集中管理による効率的活用、マイクロバスの
　廃止

�特別会計・企業会計の収支改善

�遊休資産の売却
�資本費平準化債の導入
�引き船業務を２隻から１隻体制に

港湾整備
事業会計

�指定管理者制度導入に伴い廃止
駐車場
事業会計

�第二病院給食調理業務委託
�小樽病院電話交換業務委託

病院
事業会計

�浄水場運転管理業務委託化の推進
�小規模浄水場の統廃合
�広告料収入の確保

水道
事業会計

�維持管理経費節減
�公費負担（繰り出しルール）の見直し
�資本費平準化債の導入

下水道
事業会計

�市債の借り増し（市債充当率の引き上げなど）

�その他

�委託業務の推進
（１９年度～家庭ごみ収集業務委託の拡大、２１年度～学
校給食調理業務）
�指定管理者制度の導入
（１９年度～市営住宅・市民会館・市民センター・銭函
パークゴルフ場）
�第３セクターの見直し
（１８年３月、�小樽交通記念館解散）
�補助金の見直し
（人件費補助・大会補助の見直し）
�事業の先送り、または全額市債充当
�事業の休・廃止
（１８年度～外国人向けインフォメーションセンター廃
止、若年者定住促進家賃補助の新規募集休止）
�施設の統廃合
（１８年度～市民部分室廃止、１９年度～小樽交通記念
館・科学館統合、２０年度～消防署所などその他の施設
も検討）

小樽市の職員削減率は全国平均の２倍
　１１～１５年度の５年間で、全国の地方公務員の総数は約

４．６％減っています。この間、小樽市では１１．２％（２５９人）

と全国平均の約２．４倍の職員削減を実施してきました。

　国は「新地方行革指針」の中で地方公共団体に、１７年度

からの今後５年間で、４．６％以上の職員数の純減を求めて

います。小樽市ではこの間、この２．１倍となる９．８％の削

減を実施する予定で、これにより、１１年度からの１１年間で

は約２０％の職員を削減することになります。

【※１】地域間格差相当額 

民間賃金の地域間格差を、地方公務員

の給与に反映させるもの。１７年度人事

院勧告で国が示した。

で
き
な
か
っ
た
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
今
、

小
樽
市
は
か
つ
て
の
赤
池
町
と
同
じ
岐
路
に
立
た

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
、
今
後
も
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
財
政
再
建
は
、
行
政

の
徹
底
し
た
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

行
政
の
み
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
成
し
得

ま
せ
ん
。
今
後
も
引
き
続
き
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

*

*

*

*

*

*

*

*

*

『
シ
リ
ー
ズ
財
政
再
建
』は
、「
財
政
再
建
推
進
プ
ラ

ン
実
施
計
画
」を
お
知
ら
せ
し
た
今
回
で
終
了
し
ま

す
。
な
お
、
本
市
の
財
政
状
況
や
財
政
再
建
の
取

り
組
み
は
、今
後
も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

�
市
の
財
政
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
�
�
４
１
１

１
内
線
２
３
１
〜
２
３
４
へ
ど
う
ぞ
。

　

以
上
が
、
今
回
市
が
策
定
し
た
「
財
政
再
建
推

進
プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
の
概
要
で
す
。

　

先
に
、
今
回
の
計
画
の
�
改
善
目
標
�
を
１
０

８
億
円
と
説
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
も

は
や「
目
標
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
に
説
明
し
た

本
市
の
財
政
状
況
が
示
す
と
お
り
、
計
画
ど
お
り

の
成
果
を
確
実
に
あ
げ
な
け
れ
ば
、「
財
政
再
建
団

体
」
へ
の
転
落
は
、
近
い
将
来
現
実
の
も
の
と
な

り
ま
す
。
市
は
、
今
回
の
実
施
計
画
に
掲
げ
た
取

り
組
み
項
目
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
と
し
、

実
施
計
画
の
進
行
状
況
は
、
財
政
再
建
推
進
本
部

に
お
い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル（
上
の
※
２
参
照
）

に
基
づ
き
、必
要
に
応
じ
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
４
年
か
ら　

年
間
財
政
再
建
団
体
に
転
落

１０

し
た
福
岡
県 
赤  
池  
町 

あ
か 
い
け 
ま
ち（
現 
福  
智  
町 
）は
、
転
落
以
前

ふ
く 

ち 

ま
ち

の
自
主
再
建
が
う
ま
く
行
か
な
か
っ
た
理
由
の
一

つ
に「
ま
ち
全
体
で
危
機
感
を
共
有
す
る
こ
と
が

 
そ
の
他
の
財
源
対
策

　

本
市
は　

の
特
定
目
的
資
金
基

３０

金
を
設
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
基

金
を
そ
の
設
置
目
的
に
沿
っ
て
有

効
に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、　

年
１８

度
は
、
基
金
の
一
部
を
一
般
会
計

で
借
り
入
れ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
債
の
借
り
換
え
や
借

り
入
れ
に
つ
い
て
も
、
後
年
度
の

負
担
に
配
慮
し
、
必
要
最
低
限
の

範
囲
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
赤
字

額
を
減
ら
す
た
め
の
抜
本
的
な
解

決
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の

大
き
な
返
済
の
負
担
を
将
来
に
向

け
て
均
一
に
す
る
�
平
準
化
�
を

図
る
こ
と
も
、
現
状
で
は
必
要
な

手
段
の
一
つ
で
す
。

 

１８年 度 予 算 の
続 報 で す

先月号で概要をお知らせした「平成１８年度の

各会計予算案」が、市議会第１回定例会で議

決されました。

５年連続の「緊縮型」予算
　１８年度当初予算の財政規模は総額で１４４６億５００

万円で、１７年度当初予算と比較すると約４３億円

（２．９％）減となり、５年連続して前年度より減と

なる緊縮型の予算となりました。このうち、市の

基本的な会計である一般会計の１８年度予算額は

６１３億３５００万円で、前年度より約２０億円（３．１％）減

となります。

�１８年度の予算規模と１７年度との比較

予算規模は平成３年度と同程度に
　一般会計当初予算額の規模は、下のグラフのと

おりピーク時の１０年度に比べ１３２億４１００万円の減

となり、３年度と同程度となりました。

　しかし、その内訳を見てみると、義務的な経費

（人件費、扶助費、公債費）の割合が、３年度の

４４．１％に対して、１８年度は５４．４％と増えています。

　なお、義務的な経費のうち人件費については、

退職者の不補充や給与の独自削減などにより減っ

ています。

�３年度・１０年度・１８年度の予算規模の比較

※３年度は市長・市議会議員の改選期に当たるため、市議会第２
回定例会（２定）に臨時的な経費などを計上しましたので、比較に
は２定後の予算額を使用しています。

伸び率増 減
１７年 度
当初予算

１８年 度
当初予算

会 計

▲３．１％
▲１９億
６３００万円

６３２億
９８００万円

６１３億
３５００万円

一 般
会 計 

▲１．３％
▲６億
９９００万円

５５５億
９７００万円

５４８億
９８００万円

特 別
会 計

▲５．６％
▲１６億
７４００万円

３００億
４６００万円

２８３億
７２００万円

企 業
会 計

▲２．９％
▲４３億
３６００万円

１４８９億
４１００万円

１４４６億
５００万円

計

シリーズ財政再建�

ＰＤＣＡサイクルとは、計画を実施、検証、見直
しし、その結果を計画に反映させていくプロ
セスのことをいいます 

計　画
（Plan）

実　施
（Do）

見直し
（Action）

検　証
（Check）

【※２】ＰＤＣＡサイクルのイメージ 




